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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・6/29(水)30(木)第2班の職員旅行実施。
・6/30（木）実習生の受け入れ予定あり。

　施設説明…佐々木弘子
　振り返り…菅原AOM

　上記対応予定としている。

・デイケア体験利用予定

6/28(火) 8:30～16:00　松川　順子様、日向端　庸男様

　　　　　14:00～16:00　金田光希様
・疾患別診療計画書、経過録作成→7/8（金）17:00まで
・月報作成→7/4（月）17:00まで
上記期日までに作成し、作成後は小嶋SGMへ報告。
・6月分経過録から八戸赤十字病院、白山台メンタルクリニックを受診されている方は同院へ郵送することとする。担当は切手や封筒など郵送の準備をすること。
　対象者…川村享様、北村奈美様、松倉健一様、松村勉様
・学術について
　今週中に経過報告し、抄録の修正箇所がある為、各チームとも、小嶋SGMまで報告、確認すること。
・小林　満様～6/30（木）青南病院入院予定。
＜グループホーム利用者情報＞
・田中　一　　様～来週、バス券の更新と佐々木泌尿器科受診予定あり。
・船場　幸子　様～6/30（木）グループホーム家賃補助金手続きの為、外出予定あり。
・下妻　康貴　様～6/23（木）特定相談モニタリングを実施している。来週、モニタリング結果が出る為、その際は仕事帰りに「ふらっと」へ行き結果を聞くよう調整している。
・坂本　健治　様～6/24（金）利用中の「柿の木苑」にて「幻聴がうるさい」と頓服薬を服用している。その後、同様の訴えは無く土日は落ち着いて過ごすこと出来ている。本日も訴えなく、就労に行くこと出来ている。

・田名部　浩平様～本日、訪問看護の日であったが朝、デイケアに行こうとすることあり。訪問看護の日であることは理解しているが、訪問看護日、デイケアは休みであることはつながらない様子見られているとのこと。
・五日市　規　様～前回、二重服薬や外来受診時「薬が残っている」と話すなど本人の話しが二転三転することある為、今後は薬包に日付を記入し対応していくとのこと。
・村上　元道　様～青陽館より情報提供。
以前は休みがちで1回/週程度だった通所利用を、先週は3回利用している。悪い傾向ではないが、心境の変化については何もないと話している。今後も利用状況、利用時の状態など観察していく。

＜青明舎利用者情報＞
・北村　奈美　様～6/23（木）、24（金）と続けて夜間コールあり。「父と一緒に死にたい」「母と一緒に住めない」「死に方を教えてほしい」などの内容を話している。親は子供の望むことはないなど助言し、納得した様子見せている。
　　　　　　　　　6/24（金）青陽館にも電話があったが、その際は希死的発言はなかったことを情報提供している。
・高柳　和子　様～気分の落ち込みなどあり、先週1週間で頓服のリスパダール服用が3回あったとのこと。部屋の機械音が気になるとのことで、定期訪問時も機械音あり。夜、気になって目が覚めることがあると話している。6/27（月）朝、電話あり「夜11時頃から寝られない。機械音は換気扇で火花が散って怖くて眠れない」と話している。再度、大家へ見てもらうこととしている。
・大久保　恒夫様～生活福祉課　カワラギ氏が青南病院で話しをしていたとのことで、何の話をしたか聞いていないか確認している。青明舎では、何も聞いていないことを伝えている。引っ越しについて、アパートが決まったとのこと。場所は「ふらっと」の近くのサンシャインというアパートで、家賃は3万2千円。家賃補助が決まれば、7/7に鍵を受け取ると話している。
　　　　　　　　　青陽館スタッフへは、7/12鍵の受け取り、7/13引越し予定と話しており、内容に食い違いが見られている。次回利用時に確認していくこととする。

・松川　順子　様～青南病院北病棟入院中。退院後、アパートへ訪問し助言などサポートをしていきたいことを伝えると「必要ですよね」と了承している。
・中居　美津子様～青陽館より情報提供。
青南病院医事より、医療費の滞納があると情報提供あり。青陽館担当スタッフから電話連絡すると、未払いについては認めている。上記について、保護者である姉にも電話連絡している。姉が本人と話した際は、支払っていると話すためこれ以上はどうしようもないとのこと。これ以上、姉の協力を得るのは難しい状況であることを情報提供している。

・根地戸　恵　様～三浦PSWとご家族（母）と契約について話しをしている。「ふらっと」利用の際は、母から利用日、時間など連絡するとのこと。
　　　　　　　　　現在の所、利用なく経過している。
＜外来情報＞

・若松　健一　様～状態落ち着いていることから、デパケン4T→2Tへ変更となっている。

・高阪　博英　様～栄養指導実施している。
・下口　政子　様～栄養指導実施している。

カンファレンスシート（　中村茂　様）

実施日：H28年6月28日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：工藤・赤坂
検討内容　下肢の状態や生活状況など、現状の確認

	氏名
	中村　茂
	性別
	男
	年齢
	54
	生年月日
	1961/11/28

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基礎的生活習慣の修得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

作業能力・持続性の向上、病識を身につける、社会資源の活用

	本人希望
	身体不調なく、現在の生活を続ける。

	家族希望
	現在の生活を続ける。

	入院歴
	計　1回（最終：H1頃（本人31歳）詳細は不明。）

	通所歴
	　1回目

· 前回：H24年6月25日～27年3月26日（週4回/月・火・木・金曜日）

· 今回：H27年6月21日～現在　　　 　（週4回/月・火・木・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：

グループホーム　あおめ
	家族構成
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：特記なし


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体不調の訴えあっても、現在の生活を続けることができる。
	①服薬の必要性を理解する。
	①1日の服薬を忘れずに服用し、スタッフと一緒にノートにチェックする。
	①確実な服薬が出来るようになる。（飲み忘れ等があった場合は適宜、振り返り）
-1：朝食後薬は来所時、昼食・夕食後は各食後、就床前薬は帰る直前に服用する。スタッフと一緒にノートにチェック。
-2：土日など休日を挟んだ場合は、空の薬包を来所時に持参する。（スタッフと一緒にノートにチェックをする。）

	
	②身体不調に対する不安を軽減する。
	②下肢筋力向上をする為の運動が出来るようになる。
	②下肢筋力アップの為、運動（足上げ、腹筋、歩行）を行う。スタッフは、本人が不安を訴えた際は傾聴し、不安が軽減出来るよう助言する。

	
	③清潔を保ち、身だしなみを整えられるようになる。
	③保清の必要性を理解し、朝の日課を行い、定期的な入浴ができる。
	③定期的な入浴、服装や身だしなみを整えるようにする。必要時には介入し、拒否があった際は理由を確認。スタッフから保清の必要性を伝え、理解できるようになる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①1日の服薬を忘れずに服用し、ノートにチェックする。
	達成度100％　休日の服薬時間は多少前後することもあるが、忘薬・怠薬はない。


	現在は周囲の援助により服用する習慣が身についたものの、継続して支援する必要がある為、継続。

	②下肢筋力向上をする為の運動が出来るようになる。
	達成度90％　力が入らない、足がふらつく等の訴えは頻回。運動プログラムは問題なく行うことができている。(ウォーキング・ラジオ体操・エアロビックスは出席)他、自ら毎夕、廊下歩行、整形外科受診し、毎日足上げ体操を実施している。

5/24、室岡整形外科を受診し、生活全般において、足の痛み等を訴えていたが、筋力や身体の異常はないと医師より言われている。また、筋力アップのパンフレットを貰い、1日3回行っている。本人はこの結果にがっかりしており、「心の問題」と話している。自分の体調に自信がないこと、不安が強いことから、足の不調を訴えることが目立つ。6/21トレーニングを1日3～4回行うように指導されていたが、実際は1日2回程度でとどまっており、本人より「1日2回にしたい」と希望がある。きちんとトレーニングをすることで足の状態が良くなる可能性があることを説明すると、「体が疲れる」と答えている。同院の医師から、足の痛みは心の病気と言われたことに対して「ショックだった」と話している。トレーニングをしっかり行い、その上で足の痛みがあれば心の病気ではないことの証明となるため、取り組むように促すと、「今日からまたやります」と話している。
	今後、本人の不安を傾聴し、気持ちを受け止めた上で随時助言する必要がある為、計画を継続。
今後、トレーニングの内容や取り組み状況について作業療法士が確認し助言など検討していく。

	③保清の必要性を理解し、朝の日課を行い、定期的な入浴を行う。
	達成度60％　入浴、洗濯、乾燥は週2回実施できている。朝の日課（洗顔・髭そり・歯磨き）は週に1回。毎日行うことはできていない為、声掛けを要している。

風呂日に、着替え、洗濯、乾燥までを行うようスタッフから提案し実施していたが、現在は、疲れやすいことよりGHで洗濯は行っている。

本人より入浴の際、上手く洗えていないという訴え聞かれている為、入浴時の実際の洗い方をスタッフと練習している。
	洗顔は、「今日はしてきた」と話すことがあるため、一つ出来る度に本人の行動を肯定的に受け止め評価し、出来ないことがあれば、デイナイトケアにて職員とともに実施して練習していただくこととする。

	その他
	他施設を見学、希望している。理由を確認すると、青陽館でのエアロビや、夕食後の食器洗いをしている時、足が重く感じ膝が曲がらないこと等の足の不調があるとのこと。不調がある為、他の施設であれば、もう少し運動量が少ないかもしれないと理由を話している。スタッフより青陽館での運動量について話し合っていくことを提案すると、返答なく苦笑いしている様子見られている。今後、足の不調について話を傾聴し、足への負担への対策を話し合っていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体不調の訴えあっても、現在の生活を続けることができる。
	①服薬の必要性を理解する。
	①1日の服薬を忘れずに服用し、スタッフと一緒にノートにチェックする。
	①確実な服薬が出来るようになる。（飲み忘れ等があった場合は適宜、振り返り）
-1：朝食後薬は来所時、昼食・夕食後は各食後、就床前薬は帰る直前に服用する。スタッフと一緒にノートにチェック。

-2：土日など休日を挟んだ場合は、空の薬包を来所時に持参する。スタッフと一緒にノートにチェックをする。

	
	②身体不調に対する不安を軽減する。
	②下肢筋力向上をする為の運動が出来るようになる。
	②下肢筋力アップの為、運動（足上げ、腹筋、歩行）を行う。スタッフは、本人が不安を訴えた際は傾聴し、不安が軽減出来るよう助言する。

	
	③清潔を保ち、身だしなみを整えられるようになる。
	③保清の必要性を理解し、朝の日課を行い、定期的な入浴ができる。
	③定期的な入浴、服装や身だしなみを整えるようにする。必要時には介入し、拒否があった際は理由を確認。スタッフから保清の必要性を伝え、理解できるようになる。本人より入浴の際、上手く洗えていないという訴え聞かれている為、今後観察し介入していく。
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